
コンゴにj示ける鉱業コンセッション制度の変化

はしがラ

I ベルギー仮コンゴにおけるコンセッションの態様

と意味

II コンセッション付与の実態と歴史

ill 独立後のコンセッション制度の変化

むすび

はしがき

1960年に独立をかちえて，コンゴはベルギーの

支配を脱したが，それを契機としてレオポルドE

世時代からの鉱業開発に関する諸権利がどのよう

に変化したかを明らかにするのが本論文の目的で

ある。

コンゴに限らず多くのアフリカ諸国は資源にめ

くまれ，とくに20世紀初頭からヨーロッパ諸国に

とって低廉また確実な原料の供給地として開発さ

れてきた。 アフリカにおし、ては他民地主義勢力を

アフリカ大陸の内部に導u、たのは， とくに鉱物資

源であり， ヨーロヴパ諸国はこの鉱業開発を Aつ

の植民地行政の核として強力な楠民地体制を確立

してきた。

そして，植民地政府の保護のもとに各地で鉱山

経営が行なわれ，植民地政府や宗主国の財政をう

るおしてきた。その際実際の開発はコンセッショ

ンを得た会社が行なってきた。その代表的な例が

この論文に述べようとするコンゴのユニオン・ミ

ニエーノレ干土であり， 同社はコンゴのカタンガ地方

の銅の開発を一手に行なってきたものである。植

民地時代の鉱業開発はこのコンセッション制度を
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一つの軸としていた。 1960年におけるコンゴの独

立は従来の植民地体制の崩壊を意味するが， この

事実によって，従来の資源に対するコンセッショ

ン制度がどのように変わってきたかは，戦後多く

の新興国にみられる資源に対する主権の確立とい

うl；（から，重要な問題となってきた。

ここではさしあたり， この変化の法的な側面，

すなわち資源開発に関する権利関係の変化を中心

にみてみたいと思う。

そのため，第1に，ベルギー領コンゴにおける

コンセッシヨンの態様と意味，第2に，このコン

セッシヨンの実態とコンセッション付与の歴史，

第3に，独立後，植民地時代のコンセッション制

度がどのように変化してきたか，最後にコンゴに

おけるコンセッション接収の意味するところ，を

述くることとしよう。

I ベルギー領コンゴにおけるコン

セッションの態傑と意味

1908年10月18日に公布された“Loisur le Gou-

vernement du Congo belge”の第15条はコンゴに

おけるコンセッションの態様と内容を規定してい

る。この法令は“CharteColonial ”また“Charte

du Congo Belge ”すなわち 「コンゴ憲章」と言

われるものだが， これはコンゴの憲法を意味して

いるものではない。たとえばベルギ一憲法（Consti-

tution）が三権の関係，国家権力と個人の関係を取

り扱っているのと異なって， なんら国家の基本理
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ぷや構成を扱っているものではない（il1¥ 

しかし， 通常「コンゴ憲章」と呼ばれるこの法

令は憲法のよ 7な国家の基本理念全うた／〉たもの

でなくともベルギー領コンゴの基本的な法令であ

ベ＂ ¥' -r司，外ILi人， 1: i',i（の諸権利、公
権力の行Nふ 割高民地汁ンブの各大臣や布i＼氏j也を：il 

f習の権限， ：号らに対外関係を定めrこもので、し十

,]-; ！しド王（／）公イIiした必要な法律である。

問題のコンセッシ百ンは， 憲主挙第3章「公権力

引行使」のr11iこ規定されているのすなわん、

「第15条，一つの特別法が，鉄道と鉱山のコンセ

：ソション仁Jパ、てまだ主主有財産 t,Biens］）《，ma，山X） 

に［羽して(J）諸規員ljをえ’δr〕ることと，なるo

その問，鉄道あるいは鉱山に関するすべてのコ

v一行ッシ＂ I＞町 10へ勺ヤールをこえる公有財産の

ナべての－1.~ 、ソションとコンセッションに什いご

は、それ「） ；＇；・：：，、ずれであ.：／ 1,，ある期間内仁＿；3 L、亡，

/;I；令（こよ－' C "1可され， あるb、以降利がよけにえら

f!,90 

11:、令草案は問係書mをそえて、説会会期tiiの初
日内に両院の事務局に提出するが、 その対象とな

る川崎次（／） 1, のであ石。

( 1) 鉄泊，鉱~II，鉱地あるレLt命鉱地cl):1ン！？

ッション

(2) 1 ;j－， クターんなこえる公｛It也の－1－ソシ寸

ン

(3) もしその面積が2万500（卜、クタールをこ

え，またコンセッションが30年をこえて与えられ

る場合の公有地使用のコンセッション

(2）項お上び（3）項に規定された面積の最大規模を

決めるためには， セッション譲受者あるいはコン

セヅション受益者が以前に利益を壬けていた公有

財産のセッシヨンあるいはコンセッシヨンを考慮

に入れるものである。

コンtyジョンを認めるすべての行為は，限ら

れた期間中に行なうよう制限され，貿戻し条項を

含みさ九に失効の場合を規定するjむt2）。

このコンゴ憲章は 1908年に制定されてから34年

内問，特定的なものであったが， 194:.!{f 5月191l 

にはじめて確定的なものとなりた。しかし第15条

の，1す符は改正されていないの

この第15条におけるセッションとコンセッショ

ンの内容は次のようなものである。

まず両者の違U、は， セッションは所有権の譲波

を意味し，それゆえ，売買，贈与，交換等の契約

を含むυとれに対してコンセ、vションは賃貸借権，

永小作権のよう，な受益権の譲渡のみを意味する

CI 3) 。

次に，公有地（TerresVacante. Terres Domanial出）

とは，完全に無主地を見られる広大な土地で，べ

Fレギ一人山コンゴ入ti/iの時には私的な所有とな〆 P

どいなか〉たものであるい 4) 

1885年7月 lF1の王令によゥて，当時のコンゴ

波立国iしすべての無主池山所有者となることを

術作した。つ〆jいてコンゴ独立同は，問地に招き

たいと忠行権利受援会社にその士地の大部分を配

分してレる。

次にセッションとコンセッションについてその

与を鳴をiりiらかにしておこう C.i 5）。

(1) 第1のカテゴリーとして， セッションとコ

ンセッションは一般に王令（ar活経 royal）という単

純な行政行為によって許可されるものがある。

この種のセッショシやコンセッションが与えら

れるのは鉄道，鉱山，公有地にのみ限らない，道

路交通，空輸，狩猟に関するものもある。

さらにこれらの行政行為は国際条約や法令によ

って制限されている。たとえば，(1)St-Germain-erト

Laye (1919年〉条約はコンゴ盆地における航行，

う9
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通商の自由を認めている。（ロ） l ()52年5月GHの法

令は湖水の利用や流水の利用に関するコンセッシ

ョンを特別に定めている。川1932年 7月12日の法

f;-; t漁業山コンセ wン：1ンを定灼てヤるけ

(2) 第2のカテゴリーとしてのセ、ソシ目ンとコ

> 7・ソシ I＞：士． 議会ν＇）干渉 ts".しに法令に j：って

"gr'！：•られろれのであ／〉。 これ：！‘公有地（！） t＇’ツショ

ンで 1件 ll.1ヘクタールをこえぬものである。 セ」

んに最大限：10年の期限の公有地に対すらコ〉セヴ

ションは2万5000ヘクタール以内とする。

(3) 第九のカテゴ IJーとしてのセッ三ヲ J とコ

ンャッションは法令によって認められるが， 法令

はコンゴ委員会（Con問 ildu Congo) Cl 6〕の意見に

吐い，議会ll日会中山：¥0llの間；：1,l,j議院の＇h務局iこ

提出されなければならないものがある。 その対象

: t‘付）鉄辺、鉱山，鉱石・金のII¥?,Jll州♂｝コシセヴ

ンヨンとセッション，（ロ） 1万ヘクタールをこえる

公有地のヤ、ソション司い，）:lO年を三える 2]I :iOOOへ

フケ－，レ以 kの士弛のコンセノ Lョン。 fこJでし，

この点に関して次のような例外がある。それは

)(j刀年gn 211日の法令部条の鉱山法ノ士修正した

1942年10月27日の法令によるもので，面積削（｝へ

.r；ノJー／レを三えなν鉱山のコLセッシコ＞：士総督

に上って沼められ石れ lブ）で， ｛）；~，や議会山 i，，］意を

必要としない。

セッシヌンおよびコンセッシヨンのj船主と意味

は以上のようなものである〔日 7）。

（注1) Jean Pierre Paulus, Droit I'ublic du 

Congo 九•lge (Bruxelles, 1959), p. 71. 

（注2) J. Paulus, p. 462. 

Ci主3) J. Paulus, p. 112. 

G主4) J. Paulus, p. 112. 

Ci主5) J. Paulus, pp. 112～116. 

（注6〕 “Conseil du Congo Beige＇’が il式名であ

け， も！こもとは“ConseilColonial”と呼，JjI.といた。

口ンゴ政府の諮問機関であって，査；見や希翠を表明す
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るf〕，；＇，.ご，決定性あたえる機関ではない。その費 ffj＇、

支出！？？ンゴ政府による。 14'.fうの委員2・I，＋：育成され，

うち 8名は間王の指名による。

（注7) この懲命第15条は事長本的な鉱業権を定Y,t・ゆ

も:f，：：壬，って，iを：；，：：ベる ComiteSp長cialdu Ka tan 

に；iや ComiteNational du Kivu ui J・1な談前線＇1＇ら
i r たれーの場（；はこの；者駐車を基本として，ふれぞれ独会

将wλ持って L t 0 

II コンセ、ソションH与の実態と麗史

コンゴの鉱業コンセッシ百ン付与の実態と腔史

について述べておこう。ヘルギーは， i王とんどべ

ルギー系会社に独占的利権を与えてコンゴの天然

資源、の開発を行よよろとい勺布／（民地政策をとってき

た。壬，／）際，利権付与の条件は， 第 lに，会社が

関連地ほのインフラストラクチュアーと社会公共

施設，／）Ii日発を援山 jるこ ξ，第21二、 1 ンゴ政！日

にその株式のあるいは収入の何パーセントかを納

入すること， であ ＇） たが， これはコンゴの鉱業／JiJ

発に隙しての基本的な原WJで、あった。

このようなベルギーの政策のもとで， 具体的に

鉱業：1ンセッシつンがどの上うに付与されてきた

かを述べてみよう。

ますコンセッヰコン付－与の前史ともいうべき，

［コンコ商工業開発会社J(La Compagr巾 duCongo 

pour le Commerce et l’Indus仕ie=CCCI）と「カタ

ンガ会計 J (Compagnie du Kat姐 ga=CK）の設立の

いきさつ， つづいて譲許権代行会社（たとえばカタ

ンガ特別委員会〉と譲許会社（たとえばユニオン・ミ

ニエール社〉の設立を述べてみよう。またこれに関

連してコンゴ政府がコンゴ内の各種企業iこ対して

持つ株（l'ortefeuille）や国債についてもふれておこ

つ。 前者はコンセッション付与の条件として各社

の株を取得する制度であり， またコンゴの国家資

本形成の手段となったものである。
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Il.t:'!/'..i I対話正道具体的に始まる！＇iiii}) 1ンゴは［コン

ゴj虫、'7:.l玉ll'Etat lnd{1》endantdu 心 )fl伊川とし、〆〉

て、レす了）； FレドIIt±I：の統治する P~I であ、たいけJ

FlO府｛jに LiJ主制人／）二子を隠れて，；；レ＼ -f,Qとな yたλ

｜司王i土， lポ州年に先に述へた〔：仁仁lとLウ持株会

止をつく.'f二ω I茂、むつ口的；上iタくしつようなもので」＇）

ど），， ::-1シコ1：月発に対ナるU4Tn私的負担は j円／JllI→ 

ゐ，／ Iみで収益はぷか〆 rたのC，財政建亡u'_(LO> lこ

めコンコし＇） ;;Jc:,fJ'i!J;（および無主地（i)[til{ffヒを1＇〔，＼

Lたい J ノJ ) L 、ご ·Ji:；／~を行なおうど j る会？！にこれ

んを議許し， そしり代；／） :Jに議汗ギiをとるお！JI変をと

）たものである。

他）；188リifiこセシル・＼ 1ープ；の／ti1：によみ Bri-

1L~h SけuthAfrica心Jmpanyが1liγフリカカ冶 （> 11 

一子斗ア士と Jj PてiJ!11 Iしてきてし、たが、 ｜七i+:it 

}J ケシりを fr存（~するたh ；こ CC('1 1::iillして力グン

ゾlを間経J-ゐ会社である LaC‘けmpa日niedu Ka-

tan山l（ぐI＜：を；茂立した。この会計はりケン if，）竹内

:l分山 l/) J: J也（， ：；レ干ーの18！吾）の［！日発十・titーを与え

「）れに＇・ 玉らにl司社i土カグンガイ十｜における腎家権，

f数悦権その他ぴ）権利を与えられたが， tu, :Jに！Rl

京it抹式＜./ll 0九を取得し、 i人Jlf生以を派遣し，

さんi二1,;Jtlc<> ・事業主主らあがる手lj主主山3分の 2全M

ることにな.) tこO

こゾ）じKからカケン ｝］特別委民会（ComitるSpecial

du Iふtanga -CSK）の設立，，とだ！反してくる

その設立にはJ欠のような背：泣があるつ仁iくと：＇Eと

川協定 (1891汁協定）によ sてりゲ／り川、1，エ l三O。子

J j V t1 f ・ J tJ J . HiOOノリゾケ i二lヘ；｝仁＇.＇ i L ／、ニリ L /J Kし

こ山1＜分：r :J iJくしりようなイ；{¥Jit乙／人/J；あ J • ／こu たと

えば二七（以（全体の；l分の2）と二三位以 C：；分の 1) 

とJ〕境界線にまたがる鉱iべの場ひなど， そJ）特A

n-cr〕処王平は技術的にl君難であ yたO そのため J -, 

J）会社をつく，J-c ‘ それにす～ての管理をまかせ

ることとな J > Cノ主れたのが CSKである。 iロHi：は

i料開｝年に設立さii,, lYYO年までの期限で開発権の

ほかに力ゲンガ外！の腎察権，徴悦権， 鉱山管理権

を常挺したし CKは以前に所有してし、た権利を

CSKに議ったわけであるが，その結果CKは単な

るJ寺株会社とな J》たG

この CSKは Compagniesa Charle （チャータ

ード会/:J：），また PouvoiじsCon仁edantsといい、

多くの特権全l.j.えられる代わりに民家に株式ある

いは議決権のシ工アをらえる， すなわt-,'j'：官，＇￥・民

の（本市ljをと J》た会n；である。
CSKのWd，には，コンコ、政府はいi社の資産の；！
？〉の 2をもん，干lj潤の；3分の 2をうけとる権利を

むづごし、たυ また他の議汗権f＼行会社である Co

mite Nati‘》naldu IえlVU に対しては優腫した権i役

をも•）ていたが，資本のり%しか保有しておら寸，

また第3の誠治権代行会社である Cheminsde 

Ferd出（；randsLac百社iこは，コンゴ政府は資本

参加していなか， yたが， .j:IJ，何＜！） 47.4%を受け取る

権利をも J ) -cいた（；＇ l子。

CSKが鉱山管理を行なうにあたサては， EU7if-

7 n 三4r1の鉱山法にiよ・5L、て，領域内の鉱物資源

を譲許することができた。この際、調査の特別許

11S, 鉱山の開発許可あるいは鉱物の処理を許可す

るのは王でも総停でもなく， CSKであった（ii2) 

(! :JI 。

一方ラ先に述べたイギリス系資本の力タンガ進

illは， TanganyikaConce出 ionsLtd. (TC)を先兵

として行なわれたが，この TCはI~JO I {j'にかゲン

心地}Ji，二処！を発比L, その｛をの 5年11¥lA定地械の

採訪1＼権を得ることにな／〉た。その条f’i：は第 iiこ‘

この TCが売却する銅5万重量；ポンド毎iこ，その

うhの3万ポンドを CSKが売却を担当すみこと、

第2に，銅山新しし、鉱脈を発見した場合，その手I]

6r 
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4在し＇Jj()ワらiよ＇I、仁、 “0'. 
i, （｝〕--c・あ一，tこ。

その後ベ Pレギーの財It自 ::3oc1己t己（;enerale de 

l3elgiq ue (S. G. B. or S. G.一一一（ス；ιi:t;上び仁SK

(f）大株主）；土 CSK泊、「〉勺 7ンルにおけ心：， 7j ,j()()() 

；｜えか＼・ ri v) ・Iてi世山r:+1発十主主：譲り’立’：tラ さらにCK 

および光山 TCの参加をえて、 l!)()fi{f]()/j三81iに

l fnio11 ¥Iiniとrじ ιluI [aut-hata1明；｛ :I;: I立立したJ

ここで主導的役,1_:!Jをit貢じた SCBと；土、 18コ三1,r
Lニぷιさ,J1_, ぺ／レ千ー E宝も例人i'lJに財政ff＇）な参
/Jil全して＇. ' ;,:, 

このとも＜iBにつL、てιぅ少しふれておくこどが
ヘルギーのコンコ支配を匁！と：，，こ f!J.::'!J'. Cあんら

SCllはたとえばア .1I) 1］の Bank《，IAmcnc;i, 

I 日 Steel司（;en era¥ I¥ノTc山JfS,・1、＇N ；＼，などをi'1

わせた上うた大財閥で、メ（出しf〕i!Jfれ1t二、1¥11寺山官民

けがj：トl｛自ド Pレと L、i,). l、 これは／＼んへ一円七金融

W.rr♂）がJ,18＂けにあたふとレ；／ ,,j] ，＇.，＂メ（； B；主二1レ ！ 
にその官jl'f＇しりがL'd｝山 l, Ii｛；意！）（｝（）（）－／jド1！，を役む

しごJ.j I) , lJ [¥J tとはじめとして多数ゲl（会社をi的

じにこJJ コ経済 J)7 );1Jを支配してLイこ也山でん

IJ，ごJンコ 1／）実際上山支配者のーっ・c!.・, ・, t二。

l I f¥Iはlリリ（）年九 11tでを期［I｝！とするごIンセツン

1シを与えられ， l000 li ，＜ルギー・プラン（1906年

九II#, 5べ？レギー・フランτ1u.s. ，ごル）を資本金と

しぐ発）止したυ 資本合］（）ノり！創立以；g と1℃カ；半

分すっ所有し‘配当十i株式 10万株iJ，’i、C がt)j 

ド＋：.仁川（ ＇う‘ (1/J f朱をFi)ifrしといJこ； I ,! 0 

;: r/ I （を(1%2＞！），こしI）株よIt数日 I'.'1 /J '.'Ot HI株三

h iJ、 でし／）〕し＇＇ i初JHょj：と L'.:' ( t ,, ＇～、、／人か p

／二ノランスノ人が？で｛本山おり，0）併にを「リdiI 仁，， ',6 0 

1rt！立当I!寺の株主とその保f干の割合を iヌi示しておこ

リコ

SCBの保有ヰ1が低下して個人株主がふえてレる
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のが特色であるが、 当初jヘルギーとイギリスのみ

の参加！であ d pたものが‘ その後フランスを始め土

して， y}  1）カも TCを通して llr¥.1iこ参加し亡く

るようにな〆 pfこ。

;ff; I表 UM株主と保むの',1;1J合（，＇ f,) (l¥i.／立：%）

資 本

18.14 
14.47 
8‘77 
4.64 
53.98 

投子支惟

23.82 
笈）.21
13.40 
6.94 
:-J5.6:l 
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CU I/Ji）日.Hempstone, Katanga Report, p. 49. 

lJ 1¥1 Ltぷ＿，＇；：後n：下iiから利益を配合しはじめ，

独史的にはケタン力、丹、！の歳入の80';i, C 8400万ドル〕

;t UMに上って支iIIδれていた c,6¥ UMはま

たアナ・－， ＞ゲ， ケt－コソトト二次」、で111：界第九の銅

鉱山会社であり，カタンザ地｝jftγメ 1）力、子！）、

北 fl一戸シ f, 力ト夕、に－；し、で 51昏！！の鋼生産出

企l出－ , ・c L、た。その！也｛＞＇1:J)j主＇~長 -tt：はたとえばカゲ

ンチJn: ~＇：共産出が生産する 11トンに対して 6トシ

のl?J｛；－で銅を生産して，，、ることで勾Jiしよう J ヅピ

ヱトか 1 シコ問題にI¥,:］心をもつのも， またブラシ

ス， Fメリ力がコンコ問題に関心をいi二つのもすべ

てこの銅のためといえよう。

主たこの lJM はへ Yレギーの~，1；向費量の全一塁とフ

ヲンスの 7'X，をまかなっていた。 そのほか， Ul¥1

は印刷f引こは 822:2トンのコバルトをアメリカに輸

出したが、これは当時のi萱界生産量のnO%を占め

てし、たさ「》にゲ＇；v-.r二ウムはiH：界のl6%(2万5101

¥・ 11グノム）， ,' > -J／；，の 5'/,, ラジ ，'Jム（！） ,J・ Jこぐ

(27. Iii＂）ム）をノJ：.！庁 Lてlいた。他l二l匝鉛（t止界の

,! '}(,)' !Jドミ ＇！ム（:-l.5%〕，金， f長（1.6%）を生産

しており，また鉄， ~6炭も産するというように資

源の官：庫どし、われるカタンガに君臨していた。

UMは設立後55年の間lこ630万トンの銅， 11万{jQ()()
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トンのコバルト， 240万トンの精製亜鉛を生産して コンセッションは土地，森林，鉱物，水（これの

いるの みは政府が直接にコンセッションを与えた〉など重要

仁川（まコンコ｜且内にお」、ては， 敦会，国家と、並 資源の開発権であって宅譲許の仕組みは，政府は

んで三三頭政治のーっといわれる大企業の中心的存 資本と技術を民閉会社にまかせる代わりに開発権

在として，コンゴの独立まで発展を続け， 19前年 を与え，他方，政府は保安と行政面を担当し，さ

には4730万ドノレの収益をあげていたものである。 らに会社に役員を派遣し，また株式の一部（通常

CCCIから仁K，さらに CSKが設立さit，最 15～20%）を取得するというものである。

後に UMがJ1立される経過にふれることによっ コンゴ独立国時代，政府はコンゴ全土を「原住

て，鉱業コンセッションの系譜を述べてきた。最 民居住地」（TerresIndigenes）と「公有地」（Terr倒

後にこのコシ－t，ヅシヨンの意義とそれを付lj.jる Vacantsまたは TerresDomanialcs）とに分け宅前者

会社，“PouvoirsConcedants＇’の仕組みを明ら では原住民の先住権を認め，役者ではベルギー系

かにしておこう。 資本に重要資源の開発を認める政策をとった。そ

まずコンセヴ〆ヨン付与の流れをiヌi示し亡おこ して政府から開発怖を認めちれた3社のステイタ

うUi.7）。 スは次のようなものである。

第 1！溜 コンセッションf-tJj.の流れ

I ・-! 譲許権代行会社 議許会社
本同氏府l Pouvoir匁 Cone岳山nts Concedees 

／『 ~r S K 1~ 'I U 1¥1 I etc. 

｜植民地政府fi-rC ~ L 庁 一！BC~I附
"I c N'K ,・ 

（け） ！っ図何時誌を説問！すると，以下のとおワである。
CSK－ーComiteSpecial du Katanga 

CFL ~Compagnie des Chemin吟 deFer 《lu
Congo Superieur a日xGrands Lacs Africains 

CNK--Comite National du Kivn 

UM  -Union Miniere du Haut Katanga 

BCK-Compagnie du Chemin de Fer du 

B田・Con日oau Katanga 

この第1閲に示しであるとおり，犠民地時代は

コンビッシ ＇iンはベルザ一民間資本手の開発会社

に譲許（Conceder）されていた。三つの譲許権代行

会計（Pouvoir片山nc品dant叫は植民地政府か九lltl発

権譲許の代行自己委託され， これらがこ1ンピッンヨ

ンを民間の開発会社に譲許しており，譲許された

会社を譲許会社（Conced白）と呼ぴ， UMをはじ

め，BCKC注8〕やフォyレミニエール仏A Forminiere) 

（注9〕などが知られている。

第2表 Pouvoirs Coneるdants:l f:土のステ fタス

C. S. K ! 1「ゴンゴ猟γ！
Comite Soe-1 I ' 〆 」店行カタンガ州特定地域
内：J -1 .. u~: I I悶JとCKと｜
-;;;,: uu山＂＇ !1900年iの1900年6月！における土地，森林，
信組引 いの協定i鉱山凋発問許権
CF.L-Ciedesl I I 
Chemins des! 1「コンゴ独立！コンゴ東部特定地域
Fer du Con・! I I 
go Sup品rieur¥ lli'AJとC.F.LIにおける土地所有総
aux Grands直伺ヨ桐 I 
工acsAfrica-I lとの1902年の｜と，鉱物，森林の開
111S I ! I 

（措車内！ i協定 i輔の譲許権
日N~！~~~il 1軍捕ま出．｜キブ州内特定地域に
【luKivu iI928年：ricainedu iおける土地，森林，鉱

（諸君町 ！？との協（物の開発権の譲許権

（刷所〉 東京銀行調査部「コンゾ党和国経済慨観J

（！「東銀調査資料』，者＇i54号）， ：：ページ。

コンゴにおけるこのようなコンセッションの制

度は， ベルギーのコンゴ植民地政策の一環をなし

ている。ベルギーは，第1に，ベルギ一人が行政

機溝と産業経営の中核lこいて， コンゴ人には関与
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Ⅲ　独立後のコンセッション制度の変化
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さitなか ，t二υ この行政司産業主l＼ドLjiJヘ

1レギ一本｜副から切り隠され， ll；範な白j台を ＇5・えら
れてし、fこ「l 第九に，資持、の開発；土民間資本と植民

地JPz:i(fと，nii;/1力に主ってれなわれてL、たロ コンセ

ッション議前市lj庄はその只体的な形態であし

!l,二千－（！）柿民地政策の ｛1：り 1Jを上く示していた［jjlj

J支で点）る •！•

(; i l ) I】1errcJoye et R内sineLewin，“ Le討’r,-
u吋 auL河川1go” (Bruxelles, 1%1), ); 9 ,:,; Le Porte-

feuil¥e du （‘川1日付 et¥es Compagniesλelm rte 

I 111 －ノ｝ー j,,:＇ノ J1・J,:Jろ［h[牛、と；＇I!,''{{ .l /(, I : 

!-'I: (Le l'nrtdeuille du Con氏。）》正 'l'i,,',_'::( ＇角y11'

Cf11i’JHgi.＇卜），＇』， N円 I酔， 196;-;,16 :I), ~ 

(,'(2) l'ierre l'auluへ／）roit !'uhlic du （マο11,i;O

Jie!)},c (Bruxelles‘llJ:ilJ）、 I〕ー l'.'I

( iい：＼） ,: Jに怜，， l・JT川iit古＜ i I j,I' ,', '• i .. , 

J業村I主i/. ;o i: i/:, ・ t, 岐：／；，－，＇＿，，－： ＂い !f¥',j・ iな'c.J、J

II f, fj;円ド，，＇111f'' j '.l ii/; l;_ •', 〆， iえ：；－ ：：：出J,Vr 1βド；！；I' I 

：以II J'.c I『＇，，I灯J＇えやし

(, ;, 4）日mith I!empstone、 Katan山 Z H,'}>ort 

(Lond川1,1%2), jl. -1叫

Cf.' 5 ) I lernpstone, p. ,EL /; fこI, H :,;,,ttl'IJ,1、

' 1 l : 1. i勺l、む，，l,,'r '1IJIJしiどi!,/: ,: 

(; i' fi ) I [ernpstone. p. 4(). 

Cl，ニ 7) ''! ，：，立UTJ!j i!t ,';j'. 「コンヱ世f'.!i'1係済級制」

（「，.1，：：銀川！紅白 ru1，か54'i, 1:/H:',Wi 4 JJ），：：グ、ー／ υ

（＋：同） CornJ〕a日niedes ℃hemins de Fer du Bas 

Con日0λuKat礼nga.主J,,'r_ i者三 i,:: [i:、l i；／ヒ YH-l、三。

おじB山鉄造三社c

〔ii＇‘9〕 Soc1長teInternationale Forestiere et ¥1im 

ere clu Congo. 1906’！ ノ；f1i：よム カ→f f什＇＇＞タ r，亡 J

I rれ！d;: ti 

III S!l! {r i哉のコンセッシ 1 :.. trJ 111_ v）変化

;j；にlu¥_,'r今｛や＇J←iンケパ〆 Iユ ;!)lj広い｝変化をみて

みにうハコンコ：iIりわoip;J J :mトI：ニ話！てに＇.＿＿ ！三点、l'H汚

{fll月29日におこったそブヴの無血ケーチヤーま

で内乱が続レたり その原i習の←ーっとして、資源の

主席であるカゲンガ外Iv＞帰属の問題があった。
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Iv c＇（ーはラ イギリスベコブランスなどの111fl白一民地［E[

と！必調して ）］ ケンガの分離独立をはか／｝たが，

ンゴに連邦国家を！？ごろうとするアメリカの企図れ

ためにr,Y,J)；しなかった。 その｛乞 モブツによ一、 ζ

ィ，L；山安定をえたコンゴi：い、くつかの強力な政筏

をた行しなければならなかった。 たとえば内政面

iこJi，、ては政治改革と経済安定化をはかることで

あり， ,X,j外的にはアフリカ諸llJとのi品交改者‘ タト

11J山経済協）Jの積極的受入れ政策をとることであ

-, Iこh', /( によりも、

ン lン(Hl]J:ftの解決と，

航FJ也fl;'Ffにからぴ〉；ヱンセツ

コニオン・ミ←二ヱ－－ Iしの在

:r 斗コ資産のJ創立に；t;..C》れる fHW，二年jする主権の

f地：点力、LrTuAさであ J Jたり

い民地lkyf℃vl －，ンコIIl政府はゴンゴドH古と、ャ

わゆる Portdeuilledu Conかという株式を！？げj牟

して I，、よごっこのヘルニド一政府のコンゴへの投資U、

Portd巳uilleにつL、亡［土1958与三i二：t:m,{IJ；アランに

な，こ ）Sf）、 1 Ufr'tはがi年にはやはり 425位7う L

二、十一 Lたと L＼われる（＿ Iいο 独立後この資庄の＋，1U込

立， -C.1l,ギ一政府と二iシゴ新政府との間の大き心

題 L:.t仁 pj二υ すな；／＇丸、 ベルー干一政府の所有する

Portefcuil le t土コンコ・Il'kJ{:f rこ時与すべき沖 hどうか，

tたい、：＼fi'fにつL、ては， それはベルヰ一政府のγlに

おし、亡｛恥正されてレるがその資金はすべてコンゴ

トニ投干～さ；JtてU、るので， コンゴ新政府が国慌の返

済義務を継承すべきl'.Qとなるのではないかという

問題があった。

このこ二／）の｛＇＼：はし、才〉ゆる ConlentieuxBelgo-

心 )Jl山小山（ベルギー・コンゴ照紛争）どし、われるも

山.c-, l ！川ノi{f ；けJ三~fl ＇こレオボルドピル協定とし

て FIンヘ斤仰の解決するところとな〉た。

二のようにコンゴ、の独立後は解決されるべき問

題が数多くあったが， コンセ ιソション制度はその

中心的なものであ〆》た。 これと関連してコンゴ！日
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政府がコンセッユ／ヨン譲許の代わりに取併してL、

た各企業の陀式山帰属！司題ボある。 kた’ンゴ！日

政府が発布しーてw、た[fl債がだれに帰属すふかとい

R問姐があ Jた。 コシゴ！日政府はこれらの株式や

国債を通じてコンゴ経済に密着し高度な国家資本

を持つ固として発達してきたので， コンセッショ

↓／ f岡山に関連して株式と［S.j債の附属か大きな問題

とな，二くらの Cあら

コL T ッ：ョ L の~日午とその反対給付として得

る株式の密接な関係を明らかにしたので，次にこ

の両者がどのようにコンゴ新政府の乎に渡ってい

ったか，を述べてみよう。

洩立後の:fi/J乱の中で，すなわち 1964年12Jl4 fl, 

Fョ／／て首相はべyレザ一政府にけして， ！日べ／しこγ

ー植民地時代の諜許株代行会社：i社を196,t年11月

29日付のコンゴ共和国法令によって解体すること

を通告した。

これは同議許権代行会社に与えたコン－！＿：ツショ

/ 設計潅と IIl政！｛：！保むの株式の叫属全解決しよう

とした九のである。

株式に関しては後仁も主t，とるが独立直前、 当時

のゴンゴ旧政府はその保有する株式をすべて議官午

権代行会社に移していたものであって， 1964年11

月29日付の法令はとの措置に対十る公式の反対表

明であ〆yた。 さらに工の松令は次におこる資源の

一：ンゴ（包およびUMの接収に対する詰 1段階とし

ての捨置であった

同法令第2条は次のように規定している (n2）。

11900年6月19日コンゴ独立国と laCompagnie 

du Katangaとのl司に梢結3れに協定によ i）設立

主41,, ;Ip~，），コンゴ独立国の1900年u月 f, 13の政

令；こよ，－，て法人格全与えられた laCompagnie 

Spkial du Katanga (CSK）は解体される。

1900年6月19日の協定および他のすべての規定

にもとづき仁SKに与えられていたいっさいのキ左

手ljf土コンゴti-::fo国；こ帰属L，これまで CSKに帰

鼠1てLた νっさいの権利および資産は，今後コ

ンゴ共和国が所有する。すなわち，共和国のみが

CSKの参加によって管理されていたすべての財産

の唯一の所有者となる。J

さらに同訟第3条は，他の二つの譲存権代行会

社が持つ土地，森林，鉱山のいっさいの権利を得

るととを定めている。

この政令がどうして公布されたかについて少し

くその理由を述べてみよう。同法第 1条は 1960年

のG月20～21!:lの閥にベlレギーと CKをはじめと

する他の二つのチ γータード会社の協定を否認し

て十る。コシゴの独立に先どって！日政府は 1900年

6月19日の協定による CKとの株式の共同所有に

ついての終結を宜書したが， これは旧コンゴ政府

のもつ株式が新政府にひきつがれることを予防し

た措置であったため，新政府は法令第1条によ，) 

てこの措置を否認したものである。

コンゴ政府はこの法令を主主布ナる訟的根拠とし

て次のような見解を示している位3〕。

第1に， 1891年， 1900年の協定当事者であるコ

ンゴ独立国は，理論的なもので現実的でない，

“romote, embryonic state”であって，土地およ

びその1下の物につし、て処分する権利をもたず，

また所有者でもなかった。

第2に，ととで独立国は CKとの協定によって

今までの無主地に関する考え方を変えている。そ

れノまでは原住民所有の土地は慣習上共同財産とさ

れて国家の所有ではなかったが，植民地政府の新

しし、解釈は，原住民の持つ家屋や菜園を除かたす

べての士地を無主地とした。このことはコンゴ独

立閣が個人企業に譲許した土地を無主地すなわち

公有地に編入したことを意味する。
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第3に， 1891年にベルギー法によって設立され

たCK(7)l舌動はコンゴ漬内で行なわれており，そ

の本部はエリザベートピノレにあったが， 独立にあ

たって CKはl'l例年6)l 17日のペノレギ一法によゾ

てその本部をブラッセノレに移した。 しかもその松

山J地位を変更Lなかったc 元来 CKI土持通の常業

会社ではなく， CKは主権が識許された会社であ

りまた植民地｛ヒを推進するための企業として設立

されたものである。すなわち CKは土地とその L:

I'の開強権をfrL，さらに軍事的， 官i守詩的な権｜授

も与えられてい心。 CI＜；土土地合得るのに代前を

支払う心ともなく， コンゴ独立閣の権力行使の道

日として，現住民の経牲の上iニ士地を譲り受けて

いたものである。

CKの存在を認めていた公権カと王の権威は，

従来の法秩序の消滅によって事実kなくなること

は次の工うな即日命によ－ ＇て認められ口、る。ナな

わh悶家主権の変更に上って，継承閣の法秩序が

十ぐさ土とってf1;:わり，すバとくの法関係を支配す

る。しかし有効な私的権利はーそれが新しい公

i土と対立しなし、限りーーその性醤も内容も変化し

たい， ただ私権の変更か消滅に閣する訟に影型〈さ

れる。

この法理論から言えば， CKポ持つ権利は新し

い法の下では認められることはできない。 CKが

持つ諸Ni干IJはコンゴ共和国に受けつがれるものと

なる。

またこれらの原貝l]ft他の二つの譲許権代行会社

にも適用されるものである。

以上の理由によ v’てコンコ新政府は誠許権代行

会社の誌権利が二1ンゴj支命和匡l；こ場，罷

宜言した。それはまた1960年・6月に，ベルギーが

諜許権代行会社の3杜の資産，負漬について協定

を行なった措置を否認している。
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このコンゴ新政府の措置に対してベノレギーのス

－ミーク外相は， それはレオボルドピル協定に対す

る違反であると批判した。 レオポルドピ／レ協定で

はコンゴ国賓（ベルギ一政府がコンゴ政府の名におい

て発行したもの〉についてはここで新政府の債務を

総定しラまた Portefeuilletこついてはそれはすべ

てコンゴ新政府に1990年までに贈与されるととが

決めじれ， その実施術ll日が交渉されている段階に

あったからである。

この問題は 1965年2月6日の「チョンベ・スパ

ーク議定書jの調印によって解決されている。す

なわち Portefeuill巴はコンゴ新政府にすべて継

承されることとなった。国債については，（1）ベル

ギ一政府の保証のあるものはコンゴ政府が全て継

承することとし（2）保証のないものは両国で「ベ

ノレギ｝．コンゴ国債償還基金一－FondsBelgo・

Cong,>lais d’Amortissementjを設立して，その

発行する新「基金債」と旧聞債を交換するととと

した。

チョ〉べによってコLゴの Portefeuilleやコン

セッションは一応解決された。ただこの措置は譲

汗権代行会社か持つコンセッシヨンをコンゴ化し

たものであれ譲許権代行会社から現実にコンセ

ッションを受けている譲許会社たとえばユニオン

．ミユエーノレ社の現に効力あるコンセッションに

までは及んでいない。

このコンセッションに対してはコンゴ新政府は

次のような政策をとっている。まず独立直前のコ

ンゴl上l政府の；？？置から述べ ζみよう。

コンゴの独立直前に，ベルギーは次のような方

法に上，，て， コンゴ内のベルギー会社がコンゴ新

政府の手中にはいることを防止したo

第 Iに， 1960年6月17日の「植民地法令！は，

ベルギー系企業にベルギ一国籍かコンゴ国籍かを
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自由に選ぶことを認めたが，その目的はユニオン・

ミニエール社などの主要企業を植民地籍からベル

ギ一同時に移すことで，実際に，ほとんどの会社

がベルギー悶籍に移っている。

長；2には，三／＿－）の譲許権代行会社とコンゴIIJ政

府との協定（1960年6月）で，これは三社の代行権

を，独立後もそのまま存続させようとしたもので

あIJ, ゐ種の「治外法権jの成立といえる。

このニつの措置がとられたことによって，ベル

ギーとコンゴ新政府とが対包したがその背去には

ベノレギー側の既得権の維持とコンゴ側の独立闘と

しての主権確色という対立がみられる。この状態

に終止符をうったのはユヂ自ンベに代わったモヅ、ソ

大統領であり，モブツはチョンベにみられるよう

な妥協を排し，治外法権の排除をロ的として，

1966年6月713にいわゆるパカジカ法を公布し

た。

この法律は第 1に， 1960年6月30日（独立日〉以

前に与えられたすべての土地，森林、鉱物のコン

セりシヲンを再審査し，改めてコンゴ政府の子？

与えること，第2に，コンゴ国内の企業はすべて

コシコ国籍をとり，また本社をコンゴ国内におく

べきことを定めたものである。この法律の目的は

第 lにチョン，ミ首相が改草しなかった現.frのコシ

セッションの改革であり，第2には1960年6月17

日の植民地法令，すなわち植民地国籍をベルギ一

国語に移すことを目的とした法令の再度の否認で

ある悦4¥

しかしこの法令の本当の日的は「！持家の中の［3司

家！といわれる程の自治権を持ち，その納める税

金がコンゴの総予算の45%を占めるという 1 ニオ

ン・ミニエール社の接収であった。

独立国としてはー圏内にこのような外国企業の

存在を議めることはできないことは、当然で， :i:- 7 

ツ大統領はこのためユニオン・ミエエール社に対

して1967年1月1日までに国籍と本社所在地をコ

ンコ］こ移すととを要求した位5¥

とれに対してユニオン・ミニエールはその事業

がコンゴだけではなくヨーロッパ， アメリカでも

行なわれていることを理由に国籍の変更も，本社

移転も不可能であると回答した。これに対してモ

ブツは接収が罰的でなくただコンゴの法律に従わ

せることが目的であることを表明したが， ユニオ

ン・ミニヱーノレ社はそのコンゴ部門を切り離して

コンゴ籍の会社を作り， コンセッションを維持す

ることをしなかった。

1967年 1月113 tζユニオン・ミニエール社の在

コンゴ資産は接収され，新しい会社ジェコミン

(GECOMIN-G雌 raleCo昭・olaised白 Minerais）が設

立された。ジェコミンのその後の活動は必子しも

順調でなく， 1967年2月15日ジェコミンはユニオ

ン・ミコエ｝ノレ社と次のような協定を結んだ（注引。

第 1に旧ユニオン・ミニエーノレの技術者の残留，

第三に SGM社（ユニオン・ミニエール社の子会社〉

に購売権を委託（期間5年間〉，第3にそのためSGM

tl:に手数料を5%支払うこと， を主な内容として

U、る。

ごの協定は一面， ユ三オン・ミニエール社がそ

の接収されたことを認めたことを意味するが同時

に名を捨てて実をとるという現実主義的な政策へ

の変更を意味する〈点打。

第2に，コンゴ側にとってこの協定は，一方的

に行なった接収を合法化したことを意味している

i，！制〉。

ユニオン・ミニエー1レの接収およびこの1967年

2月15日の法令によって植民地時代からのコンセ

ッション制度が一掃され，鉱業開発権について新

しい時代にはいったことを意味している（；t9)0 
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（注 1) 「f ンゴ動告L少ベバギーの資；＇（ J（『；k;X銀行

月報J，損害17巻第2号， 19651J',・2月号〕， 43ヘージG

（注2）“CongoDecree cancelling Belgian Co-

mpanies’Rights to grant Mining Concessions," 
International Legal .Hatenals, Vol. IV 2 (March 

1965), p. 232による。 .~ lし：: ＇.；~式のブラ J .・.）；文i}J英

訳である。

（注3）“Congo”Explanatory Statement, pp. 

233～238 

（註 4) Robert Kovar，“La 'Congolisation’de 

l’Union l¥liniere du Haut Kat釘1ga，” AnnuaireFr-

an,ais de Droit International, Vol. XIII (1967), p. 

763において， Kovarはこの LoiBakajika l土 鉱床

に対fプ！ ゴの主権，：＿ 1,1r ,i:~ ，コン七ノシ，／の14

評価壬，｝＇めぐものと述ヘ日、る。

（注5) 4の経過については拙稿「経済！＇.JI'ιと資源

の閣街化政策J(N ni11縦『ア 7 リカ諮問における絞済

自立J，アジア経済研究所、 1969<f）を参AP,C 

〔注 fj）“℃onventionde cooperation technique et 

protocole annexe，” Congo 1.967 (CRISP, Bruxelles, 

1968), pp. 481～486. 

（注7〕 そしり後コニオン・ミニエーノL社IJ:, Union 

島1:imeredu Haut-Kat川1日日力九単に ITnir n Mi泊告re

と社；守合3ιJている O lア， 与ナダ，オ ヘ：－ －；，リア，

モロ ？， スベイ γ， ' ., ＞スなどの金ιI.I 、比！：＇：出択

を行ない，珂際的，hーノレデインクザ会主！：になろうとし t

L、る。

（注8) 二の協定が！日，1f,fj.¥nること；：： ♂二｛コン
ゴ政／：／.t：そ〉てそれは粍：t;＇ド；洩立へのれ 1'-,;.J.;よみであ

り，また UMが GECOMINに変ったよとが事実と

して認められたという保証であるJといわれる。 Ro-

bert Kovar, p. 775. 

（注9) 1967年5月111:,i'fしい鉱業式 L匂islation

Generale sur !es Min出 etHydrocarbure汚点、公布さ

れ，鉱山は閣家に属することを基本理念として新しい

コンセッションが規定されている。

む 寸 ひ、

以上植民地時代のコンゴにおける鉱業コンセッ

ションの実態とその変化を述べてきた。ユニオン

・ミニ工ール社を接収後のコンゴは日本をはじめ

としてLぺ d〕かの固とその資諒開発のために合併
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会社を作っているが， それは従前の譲許権代行会

社によるコンセッションの議許とは異なり，実体

は国家と会社間のコンセッシ百ン譲許といったも

のである。 このコレセッション譲許制度の実質的

変化は，開発の主体性の維持という面から興味あ

る現象である。

コンゴは外国独占体の利権が被維にからみあっ

た出であり，ア／ 1）カ，ベルギー，イギリス，フラ

ンス，西ドイツの会社は網の闘のようにコンゴ経

済の中にくい込んでいる。このなかでコンゴが独

J王国家として発展していくためには従来のような

こ＇.：.－セッション議許制度をとることはその独立性

を無意味にする。 コンゴが資源開発の主体として

の立場をとる場合にはアフリカ諸国でよく行なわ

i Lる資源の国有化が適当な手段と考えられるが，

ゴンゴはまたこの手段を十分にと－Jてヤない。た

とえばアルジエリアがコロンの土地，企業，さら

に石油を関有化したが， これはアルジエリアの社

主主義化の基礎としての国有化であり， また椋民

地時代の残津の一掃という脱植民地化的固有化と

して評価できる。 これに対してコンゴにおける韻

許権代行会社の解体とユニオン・ミニエールの按

収はおもに国内外の政治的経済的要因によって行

なわれたものといえよう。

ただ国家形成の手段として， コンゴの経済の内

部に形成されていた外国利稚を排除し， また主権

問家として，資源に対してその主権を設定したと

いう評価はできょう。そしてこのコンゴの一連の

拾世は，国連の11,J有化に対する決議と同じく (;11)

コンゴの公共的有用性と安全性および国家的利害？

を理由としてなされ，公共的有用性は「公益」

(public utility）と合致しているものであって，きわ

めて必然的た措置といえる。

hz後にこのコンゴの措置に Jル、て，ニ，三の間
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